
 MGI-G 型 調圧式自動ガス抜き仕様 専用取扱説明書  
  【調圧式自動ガス抜き仕様ポンプは、ポンプヘッド内の圧力を自動調整する事で、ガスロックを防止します】 

 

本仕様に該当する事項だけを記載しております。その他については標準型と同様ですので、そちらを参照下さい。 

 

■仕様 
型 式 MGI－G25 MGI－G50 MGI－G100 MGI－G200 

仕 様 N 型・P 型・A 型ともに標準型と同様※ （プロポン MGI 型取扱い説明書 P.１参照） 

※吐出量は下記「製品コード ②機種」に記載の量になります。 

■製品コード 

シリーズ名 
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① ② ③ 
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■外形寸法図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■据付注意 
 １）ポンプの設置位置は、タンクの上部、下部のどちらでも構いませんが、できるだけタンク下部（横置き）に設置す

る事をお勧めします。 

   タンク上部に設置する場合、運転初期時は自吸しませんので呼び水をして下さい。呼び水の方法は、十字穴付なべ

小ねじ 、調圧バルブプラグ 、調圧バルブ A を外し、呼び水を注ぎ、ポンプヘッド内を液で満たして下さい。 

 ２）調圧バルブヘッドの気液排出口からは常に少量の気液が排出されています。付属の透明ホース（φ6×φ10）を

使用し、薬液タンク上部からタンク内へ戻して下さい。（必ず、タンクに戻すようにして下さい。） 

 ３）調圧バルブヘッドの気液排出口につないだホースの立ち上げは、1m 以下にして下さい。 

   また、ホースの先端が薬液の底面より低いとサイホン現象により薬液が流れ出る事があります。必ず、液面より高

い位置に取り付けるようにして下さい。 

 

①仕様名 
コード 仕 様 名 

G 調圧式自動ガス抜き仕様 

 
②機種 

コード 最大吐出量（ml/min） 

25 25 

50 50 

100 90 

200 180 

 

③制御方式 

コード 制 御 方 式 

N 手動調節運転タイプ 

P 無電圧接点パルス信号入力タイプ 

A 電流信号入力タイプ 

 

④接液部材質 
 コード 材 質 

ポンプヘッド A 透明アクリル 

弁 CH セラミック，ハステロイ－Ｃ 

O-リング F フッ素ゴム（ＦＫＭ） 

 
⑤接続 

コード 方 式 

4 φ4×φ9   ＰＶＣホース 

6 φ6×φ11 ＰＶＣホース 

 

⑥その他特殊 
コード 仕 様 

Ｙ Ｎ型オプション基板付，その他特殊 

 

・最大吐出量をベースに機種を表示しています。 

MGI-G-1908 

 

※１（ ）内寸法は、MGI-G100、200 の場合です。 

※２ エアー抜きバルブの使用方法は、「プロポン MGI 型取扱い説明書 P.9 7-(2)」を参照下さい。 

※2 

 



注 1） 吸込バルブと 調圧バルブ A の材質は、ハステロイ-C（金属）

です。 調圧バルブ B と 吐出バルブの材質は、セラミック（白

色）です。材質を間違えないように、ご注意下さい。 

注 2）気液排出用の透明ホース 1.5m が、付属しています。必要な長さ

に切って、必ず薬液タンク上部からタンク内に戻して下さい。 

※バルブとバルブシートの位置は、通常バルブシートの上にバルブがき

ます（下図左）。 調圧バルブ B の箇所は、バルブとバルブシートの上

下が逆さまになりますので（下図右）、組み付ける際はご注意下さい。 

 

バルブ 

バルブシート 

■分解図・部品名称 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

■分解・点検・部品交換 
ポンプ分解時は、必ずポンプ電源を切り、ポンプ吐出側の圧力を降下させてから行って下さい。 

 

〈バルブ・バルブシート・O-リング〉 

No.1 コネクター③を反時計方向に回して外せば、吐出バルブ 、バルブシート⑩と O-リング⑱が取り出せます。な

べ小ねじ 2 本を緩め、調圧バルブプラグ を抜き出せば、調圧バルブ A 、バルブシート⑩と O-リング が外せます。 

なべ小ねじ ４本を緩めて、調圧バルブヘッド を外せば、調圧バルブスペーサー 、O-リング 3 個、吸込バル

ブ 、調圧バルブ B 、吐出バルブ とバルブシート⑩が取り出せます。 

エアー抜きバルブ⑤を反時計方向に回して外せば、O-リング⑲が外せます。 

バルブ、バルブシート、O-リングにキズや摩耗等ある時は交換して下さい。また、ごみ・結晶等の付着がある時は、

清水で丁寧に洗ってから再度組み込んで下さい。 

ポンプヘッド と調圧バルブヘッド を組み付ける時は、調圧バルブヘッド下部の凸部（ピン状）をポンプヘッドの

凹部（穴）位置に合わせて組み付けて下さい。 

 

〈ポンプヘッド・ダイヤフラム〉 

 六角ボルト⑳４本を緩めれば、ポンプヘッド が外れます。吸込コネクター を反時計方向に回して外せば、O-リン

グ が取り出せます。 

ダイヤフラム は、ロッドにねじ込んで止めてありますので、ダイヤフラム外周を持って反時計方向に回せば外れます。 

ごみ・結晶等の付着がある時は、清水で洗い落として下さい。キズ・摩耗・破れ・疲労等ある時は交換して下さい。 

 （ダイヤフラムは消耗品ですので、1 年に 1 回程度交換して下さい） 

 組付は、分解と逆の手順で行って下さい。 

（注）薬液のついた部品は、直接手で触れないように注意して作業して下さい。 

番号 名  称 

3 No.1 コネクター 

5 エアー抜きバルブ 

10 バルブシート（５個） 

13 パックナット（３個） 

14 パックナットリング（３個） 

18 O-リング（P-14） 

19 O-リング（P-7） 

20 六角ボルト（M5×５５ 4 本） 

22 ダイヤフラム 

54 ポンプヘッド 

55 調圧バルブヘッド 

57 吸込コネクター 

58 調圧バルブプラグ 

59 調圧バルブスペーサー 

60 吸込バルブ（ハステロイ－Ｃ） 

61 調圧バルブ A（ハステロイ－Ｃ） 

62 調圧バルブ B（セラミック） 

63 吐出バルブ（セラミック ２個） 

64 O-リング（S-14 3 個） 

65 O-リング（P-9） 

66 O-リング（P-6） 

67 十字穴付なべ小ねじ（チタン M4×15 2 本） 

68 十字穴付なべ小ねじ（チタン M4×50 4 本） 

 



（注）ストローク長調節ダイヤルは、出来るだけ 50％以上でお使い下さい。50％以下ですと、吐出量は若干低下します。 

■吐出量性能曲線 
 下記吐出量性能曲線は、当社工場において背圧弁（0.1MPa および最高吐出圧）を使用した、清水による測定値の代

表値です。実際に使用される条件の違いにより、性能曲線は異なってくる場合があります。使用される条件のもとで吐

出量測定され、ポンプダイヤルを設定するようにして下さい。 

 

<N 型>  <P 型>  <A 型> 

MGI-G25N  MGI-G25P  MGI-G25A 

 

 

 

 

 

MGI-G50N  MGI-G50P  MGI-G50A 

 

 

 

 

 

MGI-G100N  MGI-G100P  MGI-G100A 

 

 

 

 

 

MGI-G200N  MGI-G200P  MGI-G200A 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■消耗品リスト 
番号 部品名称 個数 推奨交換時期 

10 バルブシート 5 

1 年 

18 O-リング（P-14） 1 

19 O-リング（P-7） 1 

22 ダイヤフラム 1 

60 吸込バルブ（ハステロイ－Ｃ） 1 

61 調圧バルブ A（ハステロイ－Ｃ） 1 

62 調圧バルブ B（セラミック） 1 

63 吐出バルブ（セラミック） 2 

64 O-リング（S-14） 3 

65 O-リング（P-9） 1 

66 O-リング（P-6） 1 

3 No.1 コネクター 1 

3 年 

5 エアー抜きバルブ 1 

54 ポンプヘッド 1 

55 調圧バルブヘッド 1 

57 吸込コネクター 1 

58 調圧バルブプラグ 1 

59 調圧バルブスペーサー 1 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


